
教育委員意見交換会 

  

日  時  令和 6年 6月 24日（月） 午前 10時 20分～午後 0時 20分 

場  所  堺市役所 高層館 20階 第 1特別会議室 

出席者  関百合子教育長 河盛幹雄委員 宮本功委員 新谷奈津子委員 長田翼委員 

      （事務局）櫻田浩樹教育次長 富岡重幸教育監 

            伊藤修士教委総務部長 橋本宏司学校改革推進室長 

森浦稔教職員人事部長 髙山宗寛教職員人事課長 

井村美穂教育センター所長 山﨑千春企画相談課長 

居谷達矢教育政策課長 森本恭明教育政策課長補佐 楠本奈央子教育政策課企画係長 

案件 

・堺市教職員の懲戒処分の基準に関する規則の一部改正について 

・第 1回総合教育会議について 

・「堺市内のフリースクール等民間施設一覧」の作成・公表について 

・新たな学校マネジメントモデル事業の検証等について 

・令和 5年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価報告書（案）について 

 

・堺市教職員の懲戒処分の基準に関する規則の一部改正について 

文部科学省から発出された、体罰や不適切な指導を行った教員に対する懲戒処分の明確化を検討するよう

示された通知に対する、本市の検討状況についての報告。 

（主な意見） 

・「常習的に」や「著しい」等の言葉は、受け止め方はさまざまであると思う。不明確な規定になると、教員は子ど

もに対する適切な指導の場合でも、不適切な指導になってしまうのではないかと悩み、萎縮するケースが発生

するのではないかと危惧する。処分基準の規定にあたっては、客観的かつ悪質性を測ることができるような規

定を設けてほしい。 

➝他市状況等を調査し、弁護士など専門家の意見も聞きながら、明確な規定となるよう検討する。 

 

 

・第 1回総合教育会議について 

令和 6年度第 1回総合教育会議について、概要等を説明。 

 

 

・「堺市内のフリースクール等民間施設一覧」の作成・公表について 

令和 5 年度に立ち上げた堺市不登校支援ネットワーク連絡協議会において、フリースクール等の民間施設、

教育委員会、学校代表者で意見交換し、作成に取り組んできた「堺市内のフリースクール等民間施設一覧」の

内容と活用方法について報告。 

（主な意見） 

・不登校の子どもたちの居場所の一つとしてフリースクール等を各種団体が運営されていることは良いことと思

う。教育委員会として、一覧を周知する際には、掲載する団体等の情報収集をしっかり行い確認してほしい。 



➝施設一覧への掲載に当たっては、実際にフリースクールの現場を訪れ、面談を行うなどして情報収集を行っ

ている。 

・フリースクール等の存在を知らない子どもや保護者もいると思う。必要な方に必要な情報が届くように、周知を

してほしい。 

➝学校のほか、市 HPや広報さかいも活用して、広く周知を図る。 

 

 

・新たな学校マネジメントモデル事業の検証等について 

新たな学校マネジメントモデル事業について、令和 5年度のモデル事業の振り返り（検証）及び令和 6年度の

取組状況について報告。 

（主な意見） 

・学校はまだ業務の負担感があると思うが、その改善に向けた取組はどのようなものがあるか。 

➝学校群内の教職員同士が指導案や授業準備を共有することで、負担感が減ったという声も聞いている。働き

やすく「働きがい」のある学校の実現に向けては、「学校群」の取組だけではなく、「働き方改革」と共に進める

ことが重要である。 

・例えば、学校群の取組を学校通信でお知らせする場合等、1つの学校が作成したものを学校群で共有すること

で校務の効率化が期待できる。事務的な作業に関しても各学校でやるべきという意識を変える必要がある。 

➝そういった事例も各学校園に示したい。 

・学校群の取組を進めるにあたっては、学校へのサポートをしっかりと行ってほしい。 

➝教育委員会事務局の指導主事が学校を訪問し、随時サポートしており、引き続き実施する。 

 

 

・令和 5年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価について 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条第 1項の規定に基づき作成する「令和 5 年度版教育に

関する事務の管理及び執行の状況の点検・評価報告書」の案について説明。 

（主な意見） 

・特になし 

 

 


